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沖
縄
出
身
で
あ
る
私
が
そ
の

お
遍
路
体
験
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
の
は
、
四
国
独
特
の
文

化
で
あ
る
お
遍
路
を
通
し
て
故

郷
の
沖
縄
に
は
な
い
よ
う
な
貴

重
な
経
験
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

沖
縄
で
は
、
道
を
歩
い
て
い
る

と
シ
ー
サ
ー
や
、
石
厳
當
と
呼

ば
れ
る
厄
よ
け
の
石
を
よ
く
目

に
す
る
が
、
そ
れ
ら
と
同
じ
よ

う
に
、
お
遍
路
の
道
中
で
は
自

然
や
、
お
地
蔵
さ
ん
や
遍
路
墓

な
ど
が
何
気
な
く
そ
こ
に
あ
っ

た
。私
に
と
っ
て
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
新
鮮
で
、
歩
み
を
進
め
な

が
ら
沖
縄
と
の
自
然
や
文
化
と

の
違
い
を
感
じ
た
。し
か
し
、
歩

い
て
い
る
う
ち
に
弘
法
大
師
を

身
近
に
感
じ
、
心
が
洗
わ
れ
て

い
く
気
が
し
た
。そ
れ
は
一
緒

に
歩
い
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
韓

国
人
の
キ
ム
さ
ん
も
同
じ
だ
っ

た
よ
う
で
、「
仏
様
と
の
距
離
が

近
づ
い
て
い
く
気
が
し
て
、
新

し
い
気
持
ち
に
な
れ
た
」
と
話

し
て
く
れ
た
。歩
き
終
え
る
こ

ろ
に
は
、
と
も
に
歩
い
た
メ
ン

　
「
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
２
階
ホ
ー
ル
に
は
、
松
山

が
目
指
す
ま
ち
の
風
景
を
Ｃ
Ｇ

で
紹
介
す
る
モ
ニ
タ
ー
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
水
と
緑
が
あ
ふ
れ
る

松
山
市
中
心
地
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

発
案
者
は
日
本
を
代
表
す
る

文
化
人
類
学
者
で
同
館
の
松
原

正
毅
館
長
。都
市
文
明
論
で
国

際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
館
長

は
、
暗
渠
に
閉
ざ
さ
れ
た
市
街

地
の
川
を
昔
の
姿
に
よ
み
が
え

ら
せ
た
ソ
ウ
ル
市
の
取
り
組
み

を
例
に
、
継
続
的
に
繁
栄
す
る

都
市
の
基
本
条
件
は
「
水
と
緑

と
土
、そ
し
て
光
だ
が
、現
在
の

松
山
は
そ
れ
が
満
た
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
」と
語
っ
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
で
は
並
木
に
沿
つ

て
小
川
が
流
れ
る
歩
道
が
街
中

に
続
い
て
い
た
。「
コ
ー
ス
は
道

後
湯
築
城
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

通
り
を
経
由
し
、
一
番
町
通

り
、
南
堀
端
、
花
園
通
り
、
中
の

川
、
そ
し
て
道
後
ま
で
を
想
定

し
て
い
ま
す
」
と
館
長
。中
世
の

湯
築
城
と
近
世
の
松
山
城
を
拠

点
と
し
て
結
ぶ
こ
と
で
、
世
界

的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
街
道

に
も
な
る
ら
し
い
。ま
ず
は
湯

月
城
か
ら
愛
媛
大
学
ま
で
を
歩

い
て
み
た
。コ
ー
ス
の
沿
線
に

暮
ら
す
方
た
ち
に
尋
ね
て
み
る

と
、「
舗
装
さ
れ
た
道
を
戻
す
の

は
反
対
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た

が
、「
き
れ
い
な
水
や
緑
を
嫌
う

人
間
は
少
な
い
。ぜ
ひ
前
向
き

に
検
討
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

若
い
人
の
声
や
「
昔
の
松
山
の

よ
う
で
懐
か
し
い
」
と
言
う
年

配
者
の
声
も
意
外
に
多
か
っ
た
。

　

中
の
川
の
水
は
飲
め
る
ほ

ど
に
美
味
し
い
と
、「
坂
の

上
の
雲
」
に
は
書
か
れ
て
い

る
。明
治
時
代
の
松
山
の
話
だ
。

１
９
８
６
年
生
ま
れ
の
私
は
古

き
良
き
松
山
の
姿
を
知
ら
な

い
。が
、
こ
ん
な
ま
ち
に
住
め
た

ら
幸
せ
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
。 

（
橋
本
季
見
香
）

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
考
え
た
こ
と

●「
坂
の
上
の
雲
」 

　

１
０
０
０
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

▼
４
月
１
日（
火
）～
翌
年
３
月 

「
坂
の
上
の
雲
」

を
通
じ
て
得
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
と
に
公
募
さ

れ
た
作
品
展
。安
野
光
雄
、智
内
兄
助
、荒
木
経
惟

な
ど
司
馬
遼
太
郎
ゆ
か
り
の
文
化
人
や
ア
ー
チ

ス
ト
の
招
待
作
品
約
50
展
も
圧
巻
。

●
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

　

１
周
年
イ
ベ
ン
ト

▼
４
月
28
日（
月
）～
５
月
６
日（
火
）　

竹
下
景

子
さ
ん
を
迎
え
て「
坂
の
上
の
雲
」の
リ
レ
ー
朗

読
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、特
産
品
の
お
も
て
な
し
な
ど

　

  

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

☎（
０
８
９
）９
１
５
・
２
６
０
０

●
新
緑
ウ
ォ
ー
ク

▼
５
月
３
日（
土
）JR
松
山
駅
に
８
時
30
分
集
合

▼
石
手
寺
か
ら
道
後
、護
国
神
社
を
経
由
し
て

姫
原
の
軽
乃
神
社
ま
で
、自
然
や
歴
史
を
味
わ
い

な
が
ら
約
10
㌔
を
歩
く
。▼
参
加
費
：
１
０
０
円

（
保
険
代
）、各
自
弁
当
持
参
。

　

  

伊
予
山
の
辺
の
み
ち
を
歩
こ
う
会

　

☎（
０
８
９
）９
４
３
・
２
５
３
０

ま
ち
づ
く
り
掲
示
板

まちづくり!!　まつやま新聞

松
山
市
の
北
、風
早
地
区（
旧
北
条
市
）を
松
山
大
学
の
サ
ヤ
、マ
ミ
、ミ
ト
キ
の
３
人
が
訪
ね
た
。

サ
ヤ
は
今
治
市
、マ
ミ
は
丸
亀
市
、ミ
ト
キ
は
八
幡
浜
市
出
身
で
共
通
す
る
趣
味
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ラ
ー
メ
ン
屋
め
ぐ
り
。同
地
区
の
こ
と
は
な
～
ん
も
知
ら
ん
。

お
し
ゃ
べ
り
絵
日
記

松
山
在
住
の
留
学
生

が プ
チ
遍
路
で
国
際
交
流

手
作
り
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

●
伊
予
弁
で
語
る
愛
媛
の
昔
話
や 

　

民
話
を
聞
く

▼
お
伽
座
定
期
口
演　

毎
月
第
１
、３
土
曜

14
時
～
、19
時
～　

青
春
亭
お
伽
座
サ
ロ
ン

▼
松
山
城
定
期
口
演　

毎
月
第
２
、４
土
曜

▼
同
会
は
'09
年
に「
お
伽
座
の
語
り
」を
出
版

（
８
０
０
円
）。創
作
を
含
め
39
話
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　
　

青
春
亭
お
伽
座

　

☎（
０
８
９
）９
４
５
・
４
６
８
８

●
お
接
待
＆
里
山
散
歩

▼
旧
三
坂
街
道
沿
い
に
あ
る
明
治
時
代
築
の
古

民
家
。地
元
の
方
が
お
接
待
す
る
。里
山
散
策
や

歩
き
遍
路
の
拠
点
に
。

▼
土
・
日
・
祝
日
10
時
～
15
時

　
　

旧
遍
路
宿
坂
本
屋

　

☎（
０
８
９
）９
６
３
・
０
９
９
４（
坂
本
公
民
館
）

●
第
２
回
大
師
参
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
IN
睦
月

▼
睦
月
島
の
自
然
や
文
化
を
体
験

▼
４
月
12
日（
日
）

　
　

松
山
離
島
振
興
協
会　

　

airando-m
atsuyam

a@
rhythm

.ocn.ne.jp

第
51
番
浄
土
寺
に
た
ど
り
着
い
た
メ
ン
バ
ー
。

お
先
達（
案
内
）役
の
石
材
彫
刻
家
の
相
原
誠

則
さ
ん
か
ら「
境
内
の
井
戸
は
も
と
も
と
温
泉

だ
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
」と
聞
き
、一
同「
な

る
ほ
ど
!!
」。寺
は
癒
し
の
場
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

風早編

サヤ=Sa  マミ=Ma  ミトキ=Mi　Ha=藤田晴彦さん

Mi	 風早って、中世の伊予を治めていた豪族河野一
族の故郷なんやて。

Sa	 そうそう。善応寺っていうお寺があって……。
Mi	 そこは河野一族の氏寺としても有名らしいよ。
Ma	地図を見ると〝河野〟って名前の川とか小学校

とか、地名もあるね。
Sa 	河野一族って、それだけ強い力もってたんかな。

Sa	 高縄山のてっぺん！やっと
着いたぁ。高いなぁ！

Ma	眺め、すごっ。
Mi	 景色キレイやけど、到着す

るまでに酔うわ……。
Sa	 山道険しかったし、カーブ

きつかったもんね。
Ma	でも、途中で河野川の源泉

見れたし、イノシシとか出
てきそうやったし。

Ma	高縄山って標高が986ｍ
で、山頂付近はブナの原生
林。動植物にとって快適な
環境が保たれとるけん、リ
ス、イノシシ、タヌキ・ニホ
ンジカとかが暮らしてい
るらしいよ。

Mi	 確かに山頂付近の木って
ふもとの木と全然違った
よね？

Sa	 ねぇねぇ、今治どっちやっ
け？

Mi	 わからんし。てか海の向こう
に見えよん広島みたいよ。

Ma	遠くまで見えるもんなんやね
Sa	 ここ戦国時代は城だった

らしいよ。これだけ見渡せ
たら、どこから敵が攻めて
きてもすぐわかるね。

Ma	松山大学時代に『コーク
ス』っていうバンドを結成
して、全国大会で優勝した
人なんだって☆

Sa	 それは凄い!! でもそんな
人がなんで都会じゃなくて
風早地区に家建てたん？

Mi	 それだけここがいいって
ことやない!?

Ｈa	 その通り!! 都会で生活す
るのって便利やし、確かに
華やかさはあるよね。け
ど、ここは魚がウマイ・水
がウマイ・空気がウマイ。生
きていくうえでかけがえ
のない資源があふれてい
るし、普段仕事に通ってい
る松山市内まで車や電車
で30分。東京まで飛行機
で1時間半だから、全然不
便じゃないんだ。

Sa	 へぇ～。アタシは都会に憧
れるけどなぁ。

Mi	 私は愛媛がいい。

Mi	 すごいオシャレ♪
Sa	 週末しかオープンしてい

ないんだって。
Ha	 ここのコーヒーは高縄山か

ら汲んできた湧き水を使っ
とるんよ。うまいでしょ。

Sa	 海のすぐそばで眺めも最
高っスね。

Sa	

う
わ
っ
っ
!! 

船
の

	

上
に
鹿
が
お
る
。

Mi	

や
、で
も
置
物
や
ん
？

Ma	

な
ん
で
鹿
の
置
物
な
ん
？

Ma	船着き場のおじさん、15分くらいで展望台
に着くって言いよったけど、道きつい。

Sa	 高校のころまではよう歩いたけど、学生に
なった途端に運動不足やし。

Mi	 後ちょっとやと思うけど、本当に結構しんど
いね。

Ma	2人とも運動不足やね。息あがっとるぞ☆

取材・文／高橋佐弥・石浜美都希・芳本真美
イラスト／岡田未沙

Mi	 展望台見えた!!
Sa	 うわぁ、すごい。まわり全部海やぁ。
	 夕焼けがキレイ。
Ma	だって島やもん（笑）
Sa	 ウチは老後北条に住むことが
	 ウチの中で決定した。
Mi	 え！？都会行くんじゃなかったん？
Sa	 都会に出て、帰って来る!!
Ma	はいはい。

特別ゲスト☆藤田晴彦さん
松山大学出身のラジオ・
パーソナルティ。一昨年か
ら住まいを構え、風早ライ
フを満喫。お気に入りのス
ポットを案内してもらった。

Ma	高縄山で川の源、キレイ
やったよね。

Ha	 その水が地下水になって
私たちの暮らしを支えてく
れているんだ。うまい酒も
できるんだよ。

Ma	立派な酒蔵やねぇ。
Ha	 ここが「坂の上の雲」って

いうお酒を造っている桜
うずまき酒造さんの酒蔵
なんだ。

バ
ー
全
員
が
、
疲
れ
た
が
清
々

し
い
気
持
ち
に
な
れ
た
。

き
っ
と
、
こ
の
よ
う
な
感
覚
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
人
々

が
こ
の
長
い
道
の
り
を
歩
く
の

だ
ろ
う
。そ
し
て
、
四
国
や
日
本

の
人
ば
か
り
で
な
く
、
異
な
っ

た
文
化
に
住
む
人
ま
で
も
、
同

じ
道
を
同
じ
よ
う
に
歩
く
こ
と

で
同
じ
よ
う
な
想
い
に
さ
せ
る

こ
と
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ

た
。(

取
材
・
文/

冨
里
耕
平)

水
と
緑
の
ま
ち「
松
山
」に
（1）

中
国
と
韓
国
か
ら
の
留
学
生
を
含
む
松
山
大
学
の
学
生

約
20
人
で
お
遍
路
さ
ん
を
プ
チ
体
験
。三
坂
峠
か
ら
四

国
霊
場
第
46
番
札
所
浄
瑠
璃
寺
ま
で
の
約
４
・
６
㌔
と

同
寺
か
ら
第
51
番
札
所
石
手
寺
ま
で
約
10
㌔
の
旧
遍
路

道
を
踏
破
し
た
。



観客は高知や岡山などからも訪れ、
両日ともに満員御礼

　

一
見
「
優
し
さ
」

の
よ
う
に
も
見
え

る
が
実
際
は
「
自

分
も
返
信
す
る
の

が
遅
い
か
ら
相
手

の
メ
ー
ル
が
遅
く

て
も
仕
方
が
な
い

と
割
り
切
っ
て
い

る
」、「
自
分
が
用

事
を
し
て
い
る
時

な
ら
さ
ほ
ど
気
に

な
ら
な
い
が
、
や

は
り
早
く
返
し
て

欲
し
い
と
思
う

時
も
あ
る
。
で
も
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子
規
、漱
石
の
学
舎 

【
明
教
館
】

今
の
若
者
は
携
帯
メ
ー
ル
の
使
用
形
態
に
お
い
て
、「
過
度
」の
優
し
さ

に
も
似
た「
気
遣
い
」が
現
れ
て
お
り
、
対
人
関
係
に
お
い
て「
異
常
」な
ほ
ど
の「
神
経
」

を
使
っ
て
い
る
。松
山
大
学
人
文
学
部
社
会
学
科
辻
泉
研
究
室
の
川
村
貴
昭
さ
ん
が 

大
学
生
を
対
象
と
し
た
調
査
を
ま
と
め
た
。

デ
ー
タ
で
見
る
松
山
若
者
気
質

　

携
帯
メ
ー
ル
は
便
利
で
あ
り
が

た
い
も
の
で
あ
る
と
思
い
が
ち
で

あ
る
。し
か
し
、
こ
の
調
査
で
は
必

ず
し
も
そ
う
で
あ
る
と
は
言
え
な

い
問
題
点
が
見
出
さ
れ
た
。

　

若
者
が
最
も
よ
く
使
う
携
帯

電
話
の
機
能
は
メ
ー
ル
で
約
８

割
。携
帯
メ
ー
ル
使
用
に
お
い
て
、

メ
ー
ル
は
長
文
か
短
文
か
と
い
う

質
問
項
目
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
短
文
、
短
文
と
答
え
た
人
の

割
合
が
７
割
以
上
と
今
の
若
者
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と

し
て
使
う
携
帯
メ
ー
ル
の
頻
度
は

高
い
が
、
そ
の
実
内
容
は
非
常
に

軽
薄
で
中
身
が
な
い
と
い
う
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
携
帯
メ
ー
ル
を
返
信
す
る

ま
で
の
時
間
は
、
５
分
未
満
～
10

分
以
内
だ
と
い
う
人
が
全
体
の
半

分
以
上
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
30
分

 

司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の
名
作
「
坂
の

上
の
雲
」
の
主
人
公
、
秋
山
好
古
・

真
之
兄
弟
と
正
岡
子
規
の
学
舎
が

現
在
の
県
立
松
山
東
高
校
に
保
存

さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、

訪
ね
た
。
明
教
館
と

呼
ば
れ
る
そ
の
建
物

は
２
０
０
年
の
歴
史

を
持
つ
旧
松
山
藩
校
。

明
治
以
降
は
旧
制
松

山
中
学
の
講
堂
と
し

て
利
用
さ
れ
た
と
い

う
。

　

建
物
は
ま
る
で
お

寺
の
よ
う
な
姿
。
正

面
玄
関
を
入
る
と
幅
約
２
㍍
の

廊
下
を
隔
て
て
60
畳
の
座
敷
が

広
が
っ
て
い
た
。壁
に
は
正
岡
子

規
、
高
浜
虚
子
、
河
東
碧
梧
桐
、
松

根
東
洋
城
な
ど
の
文
学
者
、
秋
山

兄
弟
、
白
川
義
則
な
ど
の
軍
人
、
反

戦
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
水
野
広
徳
、

日
本
映
画
の
父
伊
藤
大
輔
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
第
一
人

者
杉
浦
非
水
な
ど
、近
・
現
代
文
化

を
開
拓
し
た
第
一
人
者
た
ち
の
肖

像
画
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。み
ん
な

こ
こ
の
Ｏ
Ｂ
ら
し
い
。

　

隣
接
す
る
松
山
中
学
・
松
山
東

高
等
学
校
資
料
室
で
お
も
し
ろ
い

物
を
発
見
し
た
。正
岡
子
規
と
秋

山
真
之
の
中
学
時
代
の
採
点
表
だ
。

『
成
績
優
秀
三
等
賞
』
と
あ
る
。「
坂

の
上
の
雲
」
第
１
巻
「
真
之
」
の
頁

三
津
浜
は
瀬
戸
内
海
を
代
表
す
る
古
い
港
町
。歴
史
を
感
じ
る
レ
ト
ロ
な
町
並
み
や
風
景
に

ひ
た
ろ
う
と
、学
生
４
人
で
電
車
に
乗
っ
て
、ぶ
ら
り
と
訪
ね
た
。が
、育
ち
盛
り
は
食
べ
盛
り
。

心
が
引
か
れ
、つ
い
つ
い
足
の
向
く
先
は
、や
っ
ぱ
り
安
く
て
美
味
し
い
お
店
ば
か
り
。て
く
て

く
歩
い
て
、ぱ
く
ぱ
く
食
べ
て
、ま
た
歩
き
…
。常
連
さ
ん
た
ち
と
の
会
話
に
心
も
和
ん
だ
。

て
く
て
く
＆
ぱ
く
ぱ
く
マ
ッ
プ

まちづくり!!　まつやま新聞

携
帯
電
話
は

わ
ず
ら
わ
し
い
!?

「
坂
の
上
の
雲
」に
描
か
れ
た〝
伊
予
松
山
〟を
訪
ね
て

に
、
子
規
は
２
年
生
の
秋
の
大
試

験
で
学
業
優
等
に
な
っ
た
ご
褒
美

に
頼
山
陽
の
「
謝
選
拾
遺
」
と
い
う

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
が
、
難

し
く
て
読
め
な
い
の
で
、
旧
松
山

藩
の
学
者
の
河
東
静
渓
と
い
う
人

の
弟
子
に
な
っ
た
と
い
う
話
が
出

て
く
る
。静
渓
の
子
の
河
東
碧
梧

桐
は
、
後
に
子
規
の
後
継
者
の
１

人
と
な
る
人
だ
。碧
梧
桐
の
書
も

展
示
さ
れ
て
い
た
。英
語
教
師
と

し
て
赴
任
し
て
い
た
夏
目
漱
石
が

写
っ
て
い
る
明
治
29
年
春
の
卒

業
写
真
や
大
江
健
三
郎
氏
の
高
校

時
代
の
直
筆
原
稿
も
残
さ
れ
て
い

た
。見
学
の
申
し
込
み
は
同
高
校

ま
で
。こ
こ
に
は
後
に
日
本
を
背

大
黒
座
で
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
出
演
者
た
ち
が
地
元
住
民
や
学
生
と
実
験
劇
を

　

坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
の
『
吾
が
輩

は
狸
で
あ
る
』
に
出
演
し
て
い
る

役
者
さ
ん
た
ち
が
、
１
発
限
り
の

幻
の
舞
台
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
実
験
劇

場―

狸
た
ち
の
文
化
祭―

』
を
'07

年
、
９
月
24
日
と
11
月
23
日
、
松
山

市
久
谷
町
に
あ
る
大
黒
座
で
行
い
、

の
べ
３
０
０
人
余
り
の
観
客
で
賑

わ
っ
た
。

　

大
黒
座
は
大
正
時
代
に
酒
蔵
と

し
て
誕
生
し
、
戦
後
か
ら
'70
年
の

初
め
ご
ろ
ま
で
大
衆
劇
場
と
し
て

芝
居
や
映
画
、
地
元
小
学
校
の
文

化
祭
な
ど
に
活
用
さ
れ
た
。そ
の

後
約
40
年
間
は
閉
ざ
さ
れ
た
が
、

'06
年
に
地
元
住
民
ら
の
手
で
復
興

し
、
月
１
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。土
壁

の
蔵
は
反
響
音
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

建
物
の
持
つ
力
を
存
分
に
活
か
し

た
い
と
、
役
者
さ
ん
た
ち
は
マ
イ

ク
を
使
わ
ず
、
生
の
声
で
舞
台
に

挑
ん
だ
。

　

観
劇
し
た
伊
予
市
在
住
の
10
代

の
女
性
は
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
の

公
演
と
は
違
う
だ
い
ご
味
。プ
ロ

の
役
者
さ
ん
な
ら
で
は
の
声
量
に

圧
倒
さ
れ
た
」。松
山
市
在
住
の
70

代
の
女
性
は
「
木
と
土
が
む
き
出

し
の
懐
か
し
い
芝
居
小
屋
な
の
で
、

役
者
さ
ん
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
。

演
劇
を
や
っ
て
い
た
夫
を
思
い
出

す
」。

　

同
公
演
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
支

え
た
の
は
、
地
元
の
坂
本
公
民
館

や
住
民
有
志
、
松
山
大
学
の
学
生

や
坊
ち
ゃ
ん
劇
場
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

有
志
。松
山
市
や
東
温
市
、
坊
ち
ゃ

ん
劇
場
、
松
山
大
学
、
伊
予
銀
行
も

広
報
活
動
な
ど
で
協
力
し
た
。ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
学
生
の

１
人
は
「
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
、

忙
し
く
な
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
友

だ
ち
や
知
り
合
い
が
で
き
た
こ
と

が
、
う
れ
し
い
。役
者
さ
ん
た
ち
の

狸
た
ち
が
、久
谷
の
里
山
に
舞
い
降
り
た

情
熱
が
、
ビ
シ
ビ
シ
と
伝
わ
っ
て

き
て
刺
激
的
だ
っ
た
。ま
た
や
り

た
い
」。坂
本
公
民
館
館
長
の
村
井

正
良
さ
ん
は
「
久
谷
地
区
の
良
さ

を
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。定

期
的
に
開
催
で
き
る
よ
う
応
援
し

て
ほ
し
い
」と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

大
熱
演
が
好
評
だ
っ
た
松
山
市

出
身
の
近
藤
誠
二
さ
ん
と
丸
山
有

子
さ
ん
は
、「
も
っ
と
や
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。公
演

を
通
じ
て
紡
が
れ
た
人
の
縁
を
大

切
に
し
た
い
」と
話
し
た
。

　

公
演
後
、
誰
も
い
な
く
な
っ
た

隠れ家的レストラン

ブエナビスタ
開放感のあるお店で、
天気の良い日には日
差しの中でのんびり気
分。海辺の隠れ家とい
うお店♪

大
黒
座
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
一
礼
し
て
去
っ
て
い

く
役
者
さ
ん
た
ち
。里
山
に
爽
や

か
な
風
が
、
駆
け
抜
け
て
い
く
よ

う
だ
っ
た
。（
取
材
・
文
／
亀
井
雅

子
）

負
っ
て
い
く
人
た
ち
の
青
春
物
語

が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て
い
る
。改

め
て
松
山
は
文
学
の
街
だ
と
思
っ

た
。（
高
橋
沙
弥
・
石
浜
美
都
希
・
芳

本
真
美
）

松山東高校に保存される松山藩校明教館

松山市梅津寺1329
☎089-953-4886
《営》11:00～22:30
《休》火曜日

ご主人のこだわりが光るカフェ

MOEMOE
ココナッツミルクで煮込んだカレーや
横浜から取り寄せているでデザート。
希望すればコーヒーの豆もミルで挽か
せてもらえたり♪
内装も船をモチー
フにしていて素敵で
す！

ほっこり気分になれるお醤油餅

マルオキ製菓
季節感たっぷりで見た目も
楽しめるものばかり。優し
くてどこか懐かしい味の醤
油餅はおすすめ！！

〒791-8082
☎089-952-8251
《営》10:00～18:00
《休》日、水

おすすめ！！自家製パスタ

FLOOR
三津駅のすぐ前で迎
えてくれるあったかい 
お店。パスタ・パンなど
手作りの味がおでむ
かえ♪

松山市住吉1丁目5-1
☎089-951-2707
《営》12:00～14:00
　　17:00～23:00
《休》無休

驚き！！ あんかけ焼きそば

おかる
一回食べるとやみつきにな
ること間違いなし。
おいちゃん、おばちゃんの愛
がつまったあったかい味！！

松山市住吉2丁目3-18
☎089-951-0789
《営》12:00～22:00
《休》不定休

居心地の良い空間♪

アジアンカフェ・白楊会館
建物の歴史は古く、昭和3年には愛
媛女子師範学校の卒業生たちの憩
いの場だった場所。今はカ
フェに形を変え、憩いの場
としてにぎわいを受け継い
でいる。

松山市須賀町4-13
☎089-946-8366
《営》11:00～23:00
《休》第2火曜日

昔ながらの鯛めし

鯛 や
三津浜沖で漁
師が釣った天
然の鯛の味。鯛
とご飯を炊いて、できたらほぐ
す伝統的な調理法。昔なつかし
いお母さんの味♪

松山市三津1-3-21
《問》tainotai@mountain.ocn.ne.jp
《営》月、木、金、土、日、祝
　　11:30～15:00　
《休》火、水、8月、2月の全日
　　※要予約

松山市梅津寺1326-7
☎089-952-7313
《営》11:00～22:00
《休》無休

（
取
材
・
文
／
成
松
亜
矢
子
・
長
谷
麻
未
・
玉
井
初
奈　

イ
ラ
ス
ト
／
岡
田
美
沙
）

5分未満
24.9%

5～10分
34.9%

10～30分
22.1%

30～60分
8.8%

60～120分
3.2%

120分～
6.1%

5分未満
0.8%

5～10分
5.2%

10～30分
1.61%

30～60分
13.7%

60～120分
13.7%

120分～
50.8%

松山大学の学生250人以上に聞いた

メールを返信
するまでの時間

松山大学の学生250人以上に聞いた

メールを待つことが
出来る時間の限界

構
成
・
文
／
玉
井
さ
や
か
・

イ
ラ
ス
ト
／
岡
田
美
沙

以
内
に
返
信
す
る
人
は
な
ん
と
全

体
の
８
割
以
上
と
い
う
結
果
が
出

た
。そ
の
背
景
に
は
「
相
手
と
で
き

る
だ
け
タ
イ
ム
ラ
グ
を
少
な
く
し

て
繋
が
っ
て
い
た
い
」、「
待
た
せ

た
く
な
い
か
ら
メ
ー
ル
を
見
た
ら

す
ぐ
返
す
」
と
い
っ
た
相
手
に
対

す
る
優
し
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も

の
か
ら
、「
す
ぐ
に
メ
ー
ル
を
返
さ

な
い
と
怒
ら
れ
る
」、「
返
信
し
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
義
務
感
」

と
い
っ
た
携
帯
メ
ー
ル
に
現
れ
る

「
束
縛
感
」
を
抱
い
て
い
る
も
の
が

多
く
若
者
に
根
付
い
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　

一
方
で
「
自
分
が
メ
ー
ル
の
返

信
を
気
に
せ
ず
待
つ
こ
と
の
で
き

る
時
間
の
限
度
は
２
時
間
以
上
」

と
答
え
た
人
が
全
体
の
約
半
分
で
、

相
手
を
気
遣
う
様
子
が
見
て
取 

れ
た
。

相
手
に
は
そ
ん
な
こ
と
を
言
え
な

い
。」
と
い
う
人
が
多
い
る
こ
と
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
わ
か
っ

た
。

　

今
の
若
者
は
携
帯
メ
ー
ル
に
対

し
て
、「
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
」
を

強
く
抱
い
て
お
り
、「
メ
ー
ル
を
す

る
相
手
」に「
ほ
ぼ
」関
係
な
く
、
携

帯
メ
ー
ル
を
「
わ
ず
ら
わ
し
い
」
も

の
、「
面
倒
」
な
も
の
と
し
て
捉
え

が
ち
な
傾
向
に
あ
る
。


